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緒
論

　
個
人
に
就
い
て
觀
察
し
て
も
、
一
人
一
人
に
そ
の
個
性
が
あ
る
樣
に
、
國
民

な
り
民
族
な
り
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
氣
質
性
癖
を
も
つ
て
居
る
。
そ
れ
を

國
民
性
又
は
民
族
性
と
申
す
の
で
あ
る
。
一
つ
の
國
民
な
り
民
族
な
り
の
間
に

は
、
隨
分
種
々
な
る
人
間
が
あ
つ
て
、
何
等
統
一
す
る
所
が
な
い
樣
で
あ
る
が
、

他
の
國
民
や
民
族
と
比
較
す
る
と
、
自
然
に
國
民
毎
に
、
民
族
毎
に
、
各
自
の

特
質
を
も
つ
て
居
る
。

　
支
那
人
に
も
無
論
そ
の
民
族
性
が
あ
る
。
支
那
人
の
尤
も
顯
著
な
る
民
族
性

は
、
文
弱
的
で
あ
る
こ
と
、
保
守
的
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
支
那
人
が
概
し
て

文
弱
・
保
守
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
廣
く
世
間
に
知
れ
渡
つ
て
居
つ
て
、
決

し
て
耳
新
し
い
事
で
は
な
い
。
併
し
歴
史
上
の
事
實
と
照
ら
し
合
せ
て
見
る
と
、

こ
の
支
那
民
族
の
特
質
が
一
層
明
瞭
に
な
る
。
故
に
我
が
輩
は
こ
の
論
文
に
於

て
、
主
と
し
て
歴
史
上
の
事
實
を
基
礎
と
し
て
、
支
那
民
族
の
文
弱
で
保
守
で

あ
る
こ
と
を
證
明
せ
よ
う
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
支
那
人
の
文
弱
（
上
）

　
支
那
人
が
平
和
的
文
弱
的
で
あ
る
原
因
は
種
々
あ
ら
う
が
、
そ
の
主
要
な
る

も
の
を
擧
げ
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
ら
う
と
想
ふ
。

　
（
一
）
支
那
人
の
先
天
的
性
質
が
む
し
ろ
文
弱
的
で
あ
る
。

　
（
二
）
支
那
人
の
間
に
行
は
れ
た
古
來
の
學
説
は
、
一
般
に
平
和
思
想
を
鼓

吹
し
た
。
先
づ
儒
教
を
觀
る
と
、
そ
の
祖
師
た
る
孔
子
は
、
弟
子
の
子
貢
に
治

國
の
要
件
を
尋
ね
ら
れ
た
時
、
足
食
、
足
兵
、
民
信
之
の
三
箇
條
を
擧
げ
て
居

る
。
即
ち
一
國
に
財
政
と
軍
備
と
、
上
下
の
信
用
が
必
要
で
あ
る
と
答
へ
た
。

子
貢
は
更
に
こ
の
三
者
の
中
で
、
已
む
を
得
ざ
る
事
情
の
爲
、
そ
の
一
を
去
る

べ
き
必
要
あ
る
時
は
、
先
づ
何
れ
を
去
る
べ
き
か
と
尋
ね
た
ら
、
孔
子
は
先
づ

軍
備
を
去
る
と
答
へ
た
。
子
貢
が
最
後
に
財
政
と
信
用
と
の
二
者
の
中
で
、
是

非
そ
の
一
を
去
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
場
合
に
は
、
如
何
す
べ
き
か
と
尋
ね
た
時
、

孔
子
は
財
政
を
去
る
と
答
へ
て
居
る
。
要
す
る
に
孔
子
の
考
へ
で
は
、
立
國
の

要
素
は
信
用
に
在
る
。
上
下
相
信
ぜ
ぬ
國
は
亡
國
で
あ
る
。
故
に
信
用
が
第
一

で
、
次
が
財
政
、
軍
備
は
更
に
そ
の
次
に
來
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
孔
子

の
意
見
は
、
萬
古
に
亙
れ
る
眞
理
で
あ
つ
て
、
決
し
て
軍
備
を
輕
視
し
た
も
の

で
な
い
。
孔
子
自
身
は
有
文
事
者
、
必
有
武
備
と
申
し
て
居
る
位
で
、
文
弱
一

點
張
り
の
人
で
は
な
い
。
併
し
孟
子
な
ど
は
、
仁
者
無
敵
主
義
を
鼓
吹
す
る
餘

り
、
仁
義
だ
に
行
は
ば
、
軍
備
は
論
ず
る
に
足
ら
ぬ
か
の
如
き
口
氣
を
漏
ら
し
、

可
使
制
梃
以
撻
秦
楚
之
堅
甲
利
兵
矣
な
ど
と
、
武
器
無
用
に
近
き
意
見
を
述
べ

て
居
る
。
兔
に
角
後
世
の
儒
者
は
、
多
く
軍
備
を
輕
視
す
る
傾
向
を
も
つ
て
居

る
こ
と
は
、
爭
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
實
で
あ
る
。

　
併
し
儒
教
は
む
し
ろ
弊
の
少
き
方
で
あ
る
。
孔
子
と
前
後
し
て
出
た
老
子
の

如
き
、
墨
子
の
如
き
、
何
れ
も
極
端
な
平
和
主
義
を
説
い
て
居
る
。
不
爭
を
主

張
す
る
老
子
、
兼
愛
（
博
愛
）
を
主
張
す
る
墨
子
は
、
軍
備
を
無
用
と
し
、
戰

爭
を
排
斥
す
る
の
は
當
然
の
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
學
説
の
影
響
を
受
け
た
支

那
人
の
間
に
は
、
自
然
戰
爭
を
厭
忌
す
る
氣
風
が
増
進
し
た
に
相
違
な
い
。

　
（
三
）
先
天
的
に
利
害
打
算
の
念
慮
の
發
達
し
た
支
那
人
は
、
小
に
し
て
は

爭
鬪
、
大
に
し
て
は
戰
爭
、
何
れ
も
危
險
の
割
合
に
、
利
益
が
伴
は
ぬ
こ
と
を

夙
に
承
知
し
て
、
成
る
べ
く
戰
爭
や
鬪
爭
を
せ
ぬ
慣
習
を
養
成
し
た
。
實
際
支

那
の
塞
外
の
北
狄
な
ど
は
、
た
と
ひ
之
を
撃
破
し
た
所
が
、
得
る
所
失
ふ
所
に

及
ば
ず
、
功
は
勞
を
償
は
ぬ
憾
が
あ
る
。
多
少
の
歳
幣
を
贈
つ
て
、
始
め
か
ら
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彼
等
と
戰
爭
せ
ぬ
が
利
益
で
あ
る
。
支
那
歴
代
の
政
策
は
、
利
禄
を
以
て
北
狄

を
懷
柔
し
て
、
北
邊
を
侵
擾
せ
し
め
ぬ
樣
に
力
め
て
居
る
。
〔
往
古
の
支
那
人

は
、
必
し
も
後
世
の
如
く
、
し
か
く
怯
懦
で
は
な
か
つ
た
。
故
に
漢
時
代
に
は
、

胡
兵
五
而
當
漢
兵
一
と
さ
へ
稱
せ
ら
れ
た
。
事
實
『
史
記
』
や
『
漢
書
』
『
後

漢
書
』
を
み
る
と
、
荊
軻
と
か
聶
政
と
か
、
傅
介
子
と
か
段
會
宗
と
か
、
陳
湯

と
か
班
超
と
か
、
快
男
子
が
中
々
多
い
。
所
が
歴
代
の
誤
つ
た
打
算
主
義
・
妥

協
主
義
の
積
弊
が
、
代
一
代
と
支
那
人
の
氣
骨
を
銷
磨
さ
せ
、
遂
に
今
日
の
如

き
怯
懦
至
極
な
支
那
人
を
作
り
上
げ
た
も
の
と
想
ふ
。
〕

　
支
那
人
が
文
弱
で
あ
る
原
因
は
兔
に
角
、
支
那
人
は
個
人
と
し
て
も
腕
力
沙

汰
は
甚
だ
稀
で
、
團
體
と
し
て
も
戰
爭
は
好
ま
ぬ
。
支
那
人
の
所
謂
喧
嘩
は
喧

嘩
口
論
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
の
喧
嘩
な
ら
ば
、
支
那
人
は
世
界
有
數
の
喧
嘩

好
き
か
も
知
れ
ぬ
。
支
那
の
學
堂
や
官
衙
な
ど
、
人
の
群
集
す
る
場
所
に
は
、

必
ず
禁
止
喧
嘩
と
掲
示
し
て
あ
る
。
實
際
支
那
人
は
口
喧
し
い
が
、
決
し
て
手

出
し
は
せ
ぬ
。
吾
が
輩
の
支
那
留
學
中
、
殊
に
北
支
那
留
學
中
に
は
、
殆
ど
支

那
人
の
掴
み
合
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
非
常
な
權
幕
で
口
論
す
る
場
合
で
も
、

手
出
し
は
せ
ぬ
。
稀
に
掴
み
合
を
始
め
て
も
、
我
々
日
本
人
か
ら
見
る
と
、
極

め
て
悠
長
な
も
の
で
、
傍
で
見
て
居
て
も
齒
癢
さ
に
堪
へ
ぬ
程
で
あ
る
。

　
掴
み
合
す
ら
せ
ぬ
支
那
人
が
、
戰
爭
で
血
を
流
す
こ
と
を
好
ま
ぬ
の
は
當
然

で
あ
る
。
支
那
の
武
と
い
ふ
字
は
、
止
戈
の
二
字
か
ら
成
立
し
た
會
意
文
字
で

あ
る
。
故
に
武
と
は
武
器
（
戈
）
を
用
ふ
る
の
で
は
な
く
、
武
器
を
用
ゐ
ぬ
こ

と
で
あ
る
。
亂
暴
者
が
凶
器
を
振
り
舞
は
す
の
を
差
抑
へ
る
の
が
、
武
の
本
意

で
あ
る
。
『
左
傳
』
に
武
の
意
義
を
解
釋
し
て
、
武
禁
暴
※





兵
と
あ
る
の
が
そ

れ
で
あ
る
。
『
易
』
に
神
武
不
殺
と
申
し
て
居
る
。
武
の
神
髓
は
不
殺
に
在
る
。

み
だ
り
に
人
を
殺
害
す
る
者
は
武
と
は
い
へ
ぬ
。

　
支
那
で
は
唐
時
代
か
ら
武
廟
と
い
ふ
も
の
が
出
來
た
。
之
は
孔
子
の
文
廟
に

對
し
て
、
周
の
太
公
望
と
い
ふ
軍
師
を
本
尊
と
し
て
、
軍
の
神
と
崇
め
た
も
の

で
、
歴
代
の
名
將
を
も
こ
こ
に
從
祀
し
て
あ
る
。
所
が
北
宋
の
太
祖
が
曾
て
武

廟
に
詣
り
、
そ
こ
に
從
祀
し
て
あ
つ
た
秦
の
白
起
を
指
し
て
、
こ
の
人
は
降
卒

數
十
萬
を
坑
殺
し
た
。
不
武
の
甚
し
き
も
の
、
武
廟
に
列
す
べ
き
資
格
が
な
い

と
て
之
を
排
斥
し
た
。
さ
き
の
神
武
不
殺
と
い
ふ
句
と
對
照
す
る
と
、
武
の
本

意
が
よ
く
發
明
さ
れ
る
筈
と
思
ふ
。

　
春
秋
五
霸
の
一
人
に
も
數
へ
ら
れ
る
宋
の
襄
公
は
、
楚
と
泓
と
い
ふ
河
の
邊

で
戰
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
宋
の
軍
勢
は
敵
軍
の
河
を
濟
る
最
中
を
攻
撃
せ
ん

と
し
た
時
、
襄
公
は
君
子
は
人
の
困
厄
に
乘
ず
可
ら
ず
と
て
之
を
許
さ
ぬ
。
や

が
て
敵
軍
が
河
を
濟
り
終
り
、
未
だ
陣
を
布
か
ざ
る
に
乘
じ
て
、
宋
軍
が
攻
撃

を
開
始
せ
ん
と
し
た
時
、
襄
公
は
復
た
禮
に
背
け
り
と
て
之
を
許
さ
ぬ
。
敵
の

用
意
整
へ
る
を
待
つ
て
、
堂
々
と
戰
を
開
い
た
が
、
却
つ
て
宋
軍
敗
亡
い
た
し
、

襄
公
自
身
も
痛
手
を
負
ひ
、
遂
に
之
が
爲
に
落
命
し
た
こ
と
が
あ
る
。
い
は
ゆ

る
宋
襄
之
仁
と
て
、
後
世
の
物
笑
の
一
と
な
つ
て
居
る
が
、
併
し
『
公
羊
傳
』

を
見
る
と
、
當
時
の
世
評
は
非
常
に
襄
公
を
褒
め
て
、
た
と
ひ
戰
爭
に
負
け
て

も
禮
儀
を
忘
れ
ぬ
所
が
君
子
で
あ
る
。
雖
文
王
之
戰
、
亦
不
過
此
也
と
申
し
て

居
る
。

　
支
那
の
文
學
を
見
渡
し
て
も
、
尚
武
的
の
も
の
は
甚
だ
稀
で
、
そ
の
反
對
に

兵
役
の
厭
ふ
べ
き
こ
と
、
征
戰
の
苦
し
き
こ
と
を
詠
じ
た
も
の
が
頗
る
多
い
。

既
に
『
詩
經
』
を
見
て
も
こ
の
憾
は
あ
る
が
、
後
世
の
詩
文
と
な
る
と
、
一
層

こ
の
傾
向
が
目
に
附
く
。
東
漢
の
陳
琳
の
飮
馬
長
城
窟
行
に
、

　
　
生
兒
愼
莫
擧
、
生
女
哺
用
脯
。
君
獨
不
見
長
城
下
。
死
人
骸
骨
相
撑
拄
。

と
あ
る
の
は
、
唐
の
杜
甫
の
兵
車
行
に
、

　
　
信
知
生
男
惡
。
反
是
生
女
好
。
生
女
猶
得
嫁
比
鄰
。
生
男
埋
沒
隨
百
草
。

と
あ
る
と
同
樣
、
男
子
は
兵
役
に
就
か
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
出
生
せ
ぬ
方
が
、
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若
く
ば
成
長
さ
せ
ぬ
方
が
望
ま
し
い
。
女
子
に
は
か
か
る
苦
勞
が
な
い
か
ら
、

男
子
を
生
む
よ
り
は
、
む
し
ろ
女
子
を
生
む
方
が
、
利
益
で
あ
る
と
云
ふ
思
想

を
、
露
骨
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
兵
車
行
に
出
征
の
士
卒
の
一
族
が
別

を
惜
し
む
有
樣
を
敍
し
て
、

　
　
耶
孃
妻
子
走
相
送
。
塵
埃
不
見
咸
陽
橋
。
牽



衣
頓
足
攔
道
哭
。
哭
聲
直
上

　
　
干
雲
霄
。

と
あ
る
が
、
衣
を
牽
き
袖
に
縋
つ
て
哭
泣
す
る
な
ど
、
隨
分
女
々
し
き
こ
と
で

は
な
い
か
。
唐
の
王
翰
の
涼
州
詞
に
、

　
　
醉
臥
沙
場
君
莫
笑
。
古
來
征
戰
幾
人
囘
。

の
句
が
あ
る
。
洒
脱
の
樣
に
も
見
え
る
が
、
出
征
軍
人
の
心
得
と
し
て
は
、
不

都
合
千
萬
と
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
唐
の
李
白
の
戰
城
南
も
、
唐
の
李
華
の
弔
古

戰
場
文
も
、
何
れ
も
戰
爭
を
詛
う
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
尤
も
極
端
な
も
の
は
、
唐
の
白
居
易
（
白
樂
天
）
の
新
豐
折
臂
翁
と
い

ふ
新
樂
府
で
あ
る
。
こ
の
樂
府
は
當
時
の
都
の
長
安
附
近
の
新
豐
と
い
ふ
土
地

に
住
居
す
る
、
右
臂
の
折
れ
た
老
翁
の
一
生
を
歌
つ
た
も
の
で
、
こ
の
翁
が
二

十
四
歳
の
時
、
雲
南
征
伐
に
徴
發
さ
れ
た
が
、
出
征
が
厭
は
し
き
儘
、
夜
中
わ

れ
と
我
が
手
で
、
そ
の
右
臂
を
毆



き
折
り
、
生
れ
も
付
か
ぬ
不
具
者
と
な
り
、

遂
に
兵
役
を
免
除
さ
れ
て
故
郷
に
歸
り
、
八
十
八
歳
の
今
日
ま
で
長
命
し
て
居

る
。
折
つ
た
臂
は
時
々
に
痛
を
起
し
て
、
徹
霄
眠
ら
れ
ぬ
程
の
苦
痛
は
あ
る
が
、

六
十
餘
年
前
に
雲
南
地
方
へ
出
征
し
た
人
は
、
皆
異
域
の
鬼
と
な
つ
て
、
一
人

も
故
郷
の
土
を
踏
ん
だ
も
の
は
な
い
。
之
に
比
し
て
折
臂
の
翁
の
一
生
が
、
遙

に
幸
福
で
あ
る
と
述
べ
て
居
る
。

　
　
臂
折
來
來
六
十
年
。
（
中
略
）
至
今
風
雨
陰
寒
夜
。
直
到
天
明
痛
不
眠
。

　
　
痛
不
眠
。
終
不
悔
。
且
喜
老
身
今
獨
在
。
不
然
當
時
瀘
水
頭





。
身
死
魂
孤

　
　
骨
不
收
。
應
作
雲
南
望
郷
鬼
。

い
か
に
邊
功
を
戒
む
る
目
的
で
作
つ
た
樂
府
と
は
い
へ
、
隨
分
手
嚴
し
い
も
の

で
は
な
い
か
。
〔
さ
れ
ど
白
居
易
の
こ
の
記
事
は
、
決
し
て
一
片
の
空
想
で
な

く
、
率
直
な
る
事
實
で
あ
る
。
隋
末
か
ら
唐
時
代
に
か
け
て
、
當
時
の
青
年
が
、

吾
と
わ
が
手
や
足
を
折
傷
し
て
、
之
を
福
手
・
福
足
と
稱
し
て
、
兵
役
に
就
く

こ
と
を
避
け
た
事
實
が
、
信
憑
す
べ
き
歴
史
に
明
記
さ
れ
て
居
る
。
〕

　
か
か
る
國
柄
で
あ
る
か
ら
、
支
那
で
は
古
か
ら
軍
人
と
な
る
こ
と
を
不
面
目

と
し
て
、
兵
役
に
就
く
の
を
非
常
に
嫌
忌
す
る
。
一
例
を
示
す
と
、
唐
時
代
に

は
、
文
官
の
方
の
進
士
の
科
に
は
志
望
者
が
多
い
が
、
軍
人
の
方
の
武
擧
に
は

殆
ど
志
望
者
が
な
い
。
當
時
軍
人
の
位
置
は
極
め
て
低
い
。
一
家
の
中
で
軍
人

と
な
る
者
が
あ
る
と
、
そ
の
父
兄
等
は
之
を
非
人
扱
に
し
た
。
唐
代
の
兵
制
は

我
が
國
の
そ
れ
と
同
樣
で
、
地
方
か
ら
京
師
の
守
護
に
番
上
す
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
衞
士
と
も
侍
官
と
も
い
ふ
。
當
時
相
罵
る
時
に
は
侍
官
と
稱
し
た
。
日

本
な
ら
差
當
り
賤
民
と
か
隱
亡
と
か
い
ふ
格
で
あ
る
。
軍
人
の
位
置
の
低
い
こ

と
、
殆
ど
想
像
以
上
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
軍
人
の
位
置
の
低
い
の
は
、
決
し
て
唐
時
代
に
限
つ
た
譯
で
は
な
く
、
支
那

歴
代
を
通
じ
て
の
現
象
で
あ
る
。
支
那
の
諺
に
好
鐵
不
打
釘
、
好
人
不
當
兵
と

い
ふ
こ
と
が
あ
る
。
他
に
使
途
の
な
い
人
間
が
兵
役
に
就
く
べ
く
、
滿
足
の
人

間
は
決
し
て
軍
隊
に
入
る
べ
き
も
の
で
な
い
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。
ま
た
鐵
到

了
釘
、
人
到
了
兵
と
い
ふ
諺
も
あ
る
。
人
間
社
會
の
最
下
底
に
零
落
す
る
意
味

で
あ
る
。
支
那
で
は
兵
卒
と
乞
食
と
は
、
略
同
樣
に
認
め
ら
れ
て
居
る
。
我
が

國
の
、
花
は
櫻
木
、
人
は
武
士
と
い
ふ
に
對
照
す
る
と
、
そ
の
間
に
自
然
國
民

性
の
相
違
も
察
せ
ら
れ
る
か
と
思
ふ
。

　
兵
役
が
し
か
く
卑
下
せ
ら
れ
る
支
那
人
の
間
に
、
餘
り
勇
將
の
現
は
れ
來
る

筈
が
な
い
。
支
那
の
歴
史
を
觀
る
と
、
軍
人
の
中
に
隨
分
英
雄
豪
傑
が
多
い
樣

で
あ
る
が
、
實
際
は
い
か
が
で
あ
ら
う
か
。
日
本
の
軍
人
の
標
準
に
當
て
篏
め
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る
と
、
多
大
の
割
引
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
樣
に
思
は
れ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て

こ
こ
に
唐
の
李
勣
と
我
が
蒲
生
氏
郷
と
を
比
較
し
て
見
た
い
。

　
唐
の
太
宗
は
貞
觀
十
九
年
（
西
暦
六
四
五
）
に
高
麗
征
伐
に
着
手
し
て
、
水

陸
兩
道
か
ら
高
麗
を
攻
め
た
。
そ
の
時
の
總
大
將
は
有
名
な
李
勣
で
、
太
宗
自

身
も
遼
東
に
出
掛
け
て
、
軍
事
を
監
督
す
る
と
い
ふ
、
中
々
大
仕
掛
の
征
伐
を

や
つ
た
。
や
が
て
唐
軍
は
遼
東
の
諸
城
を
陷
れ
て
、
愈
〻
高
麗
の
都
城
の
平
壤

に
押
寄
せ
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
た
。
所
が
そ
の
途
中
に
安
市
城
が
あ
る
。
こ

の
城
は
今
の
奉
天
省
の
蓋
平
縣
の
東
北
に
在
つ
て
、
中
々
要
害
堅
固
に
構
へ
て

あ
る
。
そ
こ
で
太
宗
は
李
勣
に
向
ひ
、
安
市
城
は
地
險
に
し
て
兵
強
く
、
殊
に

城
主
は
智
略
凡
な
ら
ず
と
聞
く
。
こ
の
城
こ
そ
孫
子
の
兵
法
に
謂
ふ
所
の
、
城

有
所
不
攻
と
い
ふ
も
の
に
當
る
。
こ
の
城
に
は
押
へ
の
兵
を
置
き
、
直
に
前
進

し
て
根
本
の
平
壤
を
擣
か
ん
と
申
さ
れ
た
が
、
李
勣
は
之
に
反
對
し
て
、
安
市

城
を
そ
の
儘
に
し
て
は
、
軍
威
を
損
す
る
こ
と
夥
し
い
。
こ
の
要
害
な
安
市
城

を
攻
め
落
せ
ば
、
他
は
戰
は
ず
し
て
風
靡
せ
ん
と
て
、
是
非
安
市
城
攻
撃
を
主

張
し
た
か
ら
、
太
宗
は
不
安
心
な
が
ら
も
、
總
大
將
の
面
目
を
立
て
る
爲
、

　
　
以
公
（
李
勣
）
爲
將
。
安
得
不
用
公
策
。
勿
誤
吾
事
。

と
て
強
い
て
は
爭
は
ず
に
、
李
勣
の
意
見
に
從
つ
た
。
か
く
て
安
市
城
攻
撃
の

全
責
任
は
、
李
勣
の
雙
肩
に
懸
つ
た
。
李
勣
は
士
卒
を
悉
く
し
て
、
安
市
城
を

攻
め
立
て
た
け
れ
ど
、
三
ヶ
月
に
及
ん
で
城
は
拔
け
ぬ
。
そ
の
中
に
雪
は
降
り

出
す
、
糧
は
乏
し
く
な
る
。
唐
軍
は
散
々
の
體
で
本
國
に
引
き
揚
げ
た
。

　
唐
の
太
宗
と
い
へ
ば
、
三
代
以
後
の
明
君
で
あ
る
。
そ
の
赫
々
た
る
武
功
に

汚
點
を
印
し
た
の
は
、
安
市
城
の
失
敗
で
あ
る
。
こ
の
失
敗
の
責
任
は
、
さ
き

に
太
宗
に
反
對
し
て
、
安
市
城
攻
め
を
主
張
し
た
李
勣
に
歸
せ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
李
勣
に
し
て
言
責
職
責
の
何
物
た
る
か
を
知
つ
た
な
ら
、
是
非
安
市
城
を

攻
め
落
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
。
到
底
攻
め
落
す
こ
と
が
出
來
ず
ば
、

自
か
ら
責
を
引
い
て
處
決
す
る
位
の
覺
悟
が
あ
つ
て
欲
し
い
。
然
る
に
李
勣
は

吾
不
關
焉
を
極
め
こ
ん
で
、
長
い
一
生
を
送
つ
た
の
は
、
支
那
第
一
流
の
名
將

と
仰
が
れ
る
李
勣
の
所
作
と
し
て
は
、
甚
だ
感
心
出
來
ぬ
と
思
ふ
。

　
我
が
豐
臣
秀
吉
が
天
正
十
五
年
（
西
暦
一
五
八
七
）
に
、
九
州
征
伐
に
着
手

し
た
時
、
略
こ
れ
と
同
樣
の
事
件
が
起
つ
た
。
豐
前
の
秋
月
種
實
の
兵
は
、
島

津
の
後
援
を
得
て
、
巖
石
城
に
立
籠
つ
た
。
巖
石
城
は
音
に
聞
え
た
險
阻
で
あ

る
。
城
將
熊
谷
越
中
も
一
廉
の
武
將
で
あ
る
か
ら
、
秀
吉
は
蒲
生
氏
郷
を
巖
石

城
の
押
へ
と
し
て
、
本
軍
を
前
進
せ
し
め
よ
う
と
計
畫
し
た
。
氏
郷
は
之
を
無

念
に
思
ひ
、
是
非
巖
石
城
の
攻
撃
を
と
願
ひ
出
た
が
、
秀
吉
は
容
易
に
許
さ
ぬ
。

強
願
再
三
に
及
ん
で
、
秀
吉
も
終
に
氏
郷
の
請
を
許
し
た
。
そ
こ
で
氏
郷
は
こ

の
城
を
得
攻
落
さ
ね
ば
、
切
腹
と
覺
悟
を
定
め
、
必
死
の
勢
で
攻
め
立
て
、
僅

に
一
日
の
中
に
、
さ
し
も
の
巖
石
城
を
陷
落
さ
し
た
。
こ
の
軍
威
に
風
靡
し
て
、

間
も
な
く
九
州
平
定
の
功
を
收
む
る
こ
と
が
出
來
た
。

　
安
市
城
と
巖
石
城
と
は
、
必
ず
し
も
同
樣
に
行
か
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
。
併
し
李

勣
が
氏
郷
と
同
一
の
覺
悟
を
も
つ
て
居
つ
た
ら
、
今
少
し
何
と
か
良
き
結
果
を

收
め
得
ら
れ
た
に
相
違
な
い
。
武
將
と
し
て
の
氏
郷
の
聲
望
は
、
遙
に
李
勣
の

下
に
在
ら
う
が
、
自
分
の
責
任
を
重
ず
る
と
い
ふ
點
で
は
、
萬
々
李
勣
に
優
つ

て
居
る
。

　
責
任
の
自
覺
、
自
覺
に
對
す
る
決
心
、
之
が
我
が
武
士
道
の
神
髓
で
あ
る
。

支
那
の
軍
人
は
こ
こ
に
缺
陷
が
あ
る
。
支
那
の
梁
啓
超
は
曾
て
そ
の
『
飮
氷
室

文
集
』
の
中
に
、
日
本
人
に
は
日
本
魂
が
あ
る
。
即
ち
武
士
道
で
あ
る
。
然
る

に
支
那
人
に
は
中
國
魂
が
見
當
ら
ぬ
。
日
本
と
支
那
と
の
強
弱
の
岐
る
る
原
因

は
こ
こ
に
在
る
。
故
に
支
那
今
日
の
最
大
急
務
は
、
日
本
人
の
日
本
魂
に
劣
ら

ぬ
中
國
魂
を
製
造
す
る
に
在
り
と
主
張
し
た
こ
と
が
あ
る
。
中
國
魂
は
し
か
く

容
易
に
製
造
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。
西
洋
人
の
中
に
は
、
支
那
に
も
日
本
に
於
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け
る
メ
ッ
ケ
ル
、
ト
ル
コ
に
於
け
る
ゴ
ル
ツ
の
如
き
も
の
あ
ら
ば
、
有
力
な
軍

隊
が
組
織
さ
れ
る
と
信
じ
て
居
る
者
が
多
い
。
メ
ッ
ケ
ル
や
ゴ
ル
ツ
で
も
、
支

那
人
に
中
國
魂
を
與
へ
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
ま
い
。
梁
啓
超
の
所
謂
中
國
魂

の
成
否
が
、
支
那
の
今
後
の
運
命
の
岐
か
る
る
所
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
支
那
人
の
文
弱
（
下
）

　
兵
役
を
苦
に
し
、
戰
爭
を
厭
ふ
支
那
人
は
、
概
し
て
外
國
に
對
し
て
侵
略
を

行
は
ぬ
。
支
那
人
は
古
代
か
ら
華
夏
と
誇
稱
し
て
、
四
圍
の
異
族
を
東
夷
・
西

戎
・
南
蠻
・
北
狄
な
ど
と
排
斥
し
て
居
る
け
れ
ど
、
特
別
の
場
合
の
外
は
、
決

し
て
之
に
兵
力
を
加
へ
ぬ
。
輝
徳
不
觀
兵
と
か
、
遠
人
不
服
修
文
徳
以
來
之
と

か
い
ふ
の
が
、
支
那
人
の
蠻
夷
に
對
す
る
大
方
針
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
方
針
は

理
想
で
、
實
際
に
施
し
て
の
効
果
は
頗
る
疑
は
し
い
。

　
支
那
の
北
邊
に
居
る
塞
外
種
族
は
、
殺
戮
を
以
て
耕
作
と
な
し
、
掠
奪
を
以

て
本
業
と
す
る
蠻
民
で
あ
る
。
如
何
に
支
那
人
が
平
和
に
眷
戀
し
て
も
、
彼
等

は
容
赦
な
く
侵
略
を
加
へ
る
。
殷
時
代
の
獯
鬻
、
周
の
獫
狁
、
秦
漢
時
代
の
匈

奴
、
隋
唐
の
突
厥
・
囘
紇
、
宋
の
契
丹
・
女
眞
・
蒙
古
の
如
き
、
皆
そ
れ
で
あ

る
。
併
し
支
那
人
は
決
し
て
此
等
の
北
狄
に
對
し
て
、
兵
力
を
以
て
對
抗
せ
ぬ
。

時
に
は
以
夷
制
夷
の
策
を
採
る
こ
と
も
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
金
帛
を
贈
つ

て
そ
の
歡
心
を
買
ひ
、
彼
等
の
侵
入
劫
掠
を
緩
和
す
る
の
が
、
歴
代
慣
行
の
政

策
で
あ
つ
た
。
明
治
四
十
四
年
の
秋
、
支
那
人
（
漢
人
）
が
革
命
を
起
し
て
、

滿
人
（
清
朝
）
よ
り
獨
立
し
た
時
の
檄
文
に
、

　
　
漢
人
實
耕
。
滿
奴
食
之
。
漢
人
實
織
。
滿
人
衣
之
。

と
憤
慨
の
辭
を
連
ね
て
あ
る
が
、
こ
の
事
實
は
決
し
て
清
朝
時
代
に
限
つ
た
譯

で
な
い
。
支
那
は
往
古
か
ら
、
北
狄
の
寶
藏
金
庫
た
る
べ
き
運
命
を
も
つ
て
居

る
。
南
北
朝
の
末
に
出
た
突
厥
の
他
鉢
可
汗
は
、

　
　
但
使
我
在
南
兩
兒
（
北
齊
と
北
周
）
常
孝
。
何
憂
於
貧
。

と
い
う
て
居
る
。
北
狄
の
君
主
は
、
何
時
も
こ
の
他
鉢
可
汗
の
心
を
心
と
し
て
、

支
那
を
脅
迫
し
て
榮
華
を
盡
し
た
の
で
あ
る
。
支
那
に
も
稀
に
は
秦
の
始
皇
帝

や
、
漢
の
孝
武
帝
の
如
き
、
豪
傑
の
君
主
が
出
て
、
北
狄
征
伐
を
や
つ
た
こ
と

も
あ
る
が
、
兵
を
窮
め
、
武
を
涜
す
者
と
し
て
、
支
那
國
民
間
の
評
判
は
決
し

て
宜
し
く
な
い
。
功
を
異
域
に
建
て
た
軍
人
な
ど
も
、
餘
り
國
内
で
は
歡
迎
さ

れ
ぬ
。

　
西
漢
時
代
に
西
域
の
副
校
尉
に
陳
湯
と
い
ふ
豪
傑
が
あ
つ
て
、
當
時
漢
の
大

累
を
な
し
た
匈
奴
の
郅
支
單
于
を
襲
ひ
殺
し
て
、
稀
有
の
大
功
を
建
て
た
こ
と

が
あ
る
。
所
が
當
時
の
丞
相
の
匡
衡
と
い
ふ
儒
者
は
、
制
を
矯
め
て
　
　
當
時

陳
湯
は
遠
く
西
域
に
在
り
、
至
急
を
要
す
る
こ
と
と
て
、
天
子
の
許
可
を
待
つ

に
由
な
か
つ
た
の
で
あ
る
が
　
　
兵
を
動
か
し
た
者
に
賞
を
加
へ
て
は
、
從
來

こ
れ
に
倣
つ
て
、
事
を
塞
外
に
起
す
も
の
續
出
す
べ
し
と
て
、
痛
く
そ
の
功
を

抑
へ
た
。
豪
傑
の
陳
湯
は
他
の
事
情
も
あ
つ
た
が
、
か
か
る
大
功
を
建
て
た
に

拘
ら
ず
、
そ
の
晩
年
は
實
に
憐
む
べ
き
悲
境
に
陷
つ
た
。

　
ま
た
唐
の
玄
宗
時
代
に
、
大
武
軍
の
牙
將
に
〻
唐
を
侵
略
し
た
突
厥
の
可
汗

の
默
啜
の
首
を
獲
て
、
之
を
朝
廷
に
獻
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
時
に
も
宰
相

の
宋
璟
と
い
ふ
者
が
、
郝
靈
筌
に
厚
賞
を
加
へ
る
と
、
年
少
氣
英
の
天
子
に
邊

功
を
獎
め
る
結
果
を
生
ず
べ
し
と
て
、
彼
の
功
を
抑
へ
た
か
ら
、
郝
靈
筌
は
不

平
と
失
望
と
の
爲
に
、
遂
に
慟
哭
吐
血
し
て
死
ん
だ
と
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。

　
支
那
人
が
文
弱
で
怯
懦
で
あ
る
こ
と
は
、
古
き
時
代
か
ら
諸
外
國
人
の
間
に

知
れ
渡
つ
て
居
る
。
元
時
代
に
支
那
に
十
數
年
間
滯
在
し
た
イ
タ
リ
ー
の
マ
ル

コ
・
ポ
ー
ロ
は
、

　
　
蠻
子





（
南
支
那
人
）
が
若
し
侵
略
的
種
族
で
あ
つ
た
ら
、
彼
等
は
優
に
全
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世
界
を
征
服
し
得
る
ほ
ど
の
多
人
數
で
あ
る
。
さ
れ
ど
讀
者
は
杞
憂
す
る

　
　
こ
と
を
要
せ
ぬ
。
此
等
の
蠻
子
は
何
れ
も
缺
點
な
き
商
人
、
又
は
怜
悧
な

　
　
る
職
工
た
る
に
適
す
る
の
み
で
、
兵
士
た
る
べ
き
資
格
は
全
然
具
備
し
て

　
　
居
ら
ぬ
。

と
申
し
て
〔
居
り
、
ま
た
清
初
に
支
那
に
布
教
し
た
ス
ペ
イ
ン
の
ナ
ヴ
ァ
レ
ッ

ト
も
、

　
　
支
那
人
は
學
問
を
修
め
、
商
業
を
營
み
、
美
術
骨
董
品
を
作
る
に
は
適
當

　
　
で
あ
る
が
、
戰
爭
を
な
し
得
る
柄
で
な
い
。

と
述
べ
て
〕
居
る
。

　
こ
の
點
か
ら
考
へ
る
と
、
日
清
戰
役
前
後
か
ら
始
ま
り
出
し
、
日
露
戰
役
に

よ
つ
て
一
層
流
行
し
、
今
日
猶
ほ
世
界
の
一
大
問
題
と
な
つ
て
居
る
所
謂
黄
禍

論
　
　
黄
人
種
が
行
く
行
く
白
人
種
を
壓
倒
す
べ
し
と
い
ふ
議
論
　
　
は
、
頗

る
そ
の
根
據
を
失
ふ
譯
で
あ
る
。
勿
論
黄
禍
論
は
可
な
り
複
雜
で
あ
る
が
、
若

し
黄
禍
論
を
戰
爭
の
方
面
の
み
に
限
り
、
ま
た
黄
禍
の
主
人
公
を
支
那
人
の
み

に
限
つ
て
考
へ
る
な
ら
ば
、
確
に
荒
誕
不
稽
の
論
と
斷
言
し
得
る
の
で
あ
る
。

成
る
程
過
去
千
五
百
年
の
間
に
、
ア
ジ
ア
人
が
歐
州
に
侵
入
し
て
、
隨
分
白
人

を
壓
迫
し
た
事
實
は
あ
る
。
西
暦
五
世
紀
に
は
匈
奴
の
侵
入
が
あ
つ
た
。
十
三

世
紀
に
は
蒙
古
の
侵
入
が
あ
つ
た
。
十
五
世
紀
か
ら
は
ト
ル
コ
の
侵
略
も
始
ま

つ
た
。
併
し
此
等
の
殺
伐
な
塞
外
種
族
と
、
文
弱
な
る
支
那
人
と
を
同
一
視
す

る
の
は
、
確
に
間
違
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

　
〔
近
く
百
年
間
の
歴
史
を
見
渡
す
と
、
支
那
は
隨
分
諸
外
國
相
手
に
交
戰
し

て
居
る
。
若
し
義
和
團
の
亂
に
關
す
る
北
清
事
件
を
加
へ
る
と
、
殆
ど
世
界
の

列
強
の
す
べ
て
と
交
戰
し
て
居
る
。
さ
れ
ど
此
等
の
交
戰
は
、
多
く
の
場
合
、

支
那
に
と
つ
て
不
本
意
の
交
戰
で
あ
つ
た
。
支
那
人
の
立
場
か
ら
觀
る
と
、
こ

れ
ら
の
戰
爭
は
諸
外
國
か
ら
押
賣
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
去
る
明
治
四
十
年
に

オ
ラ
ン
ダ
で
開
か
れ
た
第
二
囘
萬
國
平
和
會
議
で
、
戰
鬪
開
始
の
時
期
が
問
題

と
な
り
、
或
は
通
告
を
要
す
と
い
ひ
、
或
は
通
告
を
要
せ
ず
と
い
ひ
、
彼
此
議

論
を
鬪
は
し
た
時
、
列
席
の
支
那
委
員
は
、
戰
鬪
開
始
に
先
だ
つ
て
通
告
す
る

の
は
よ
い
が
、
相
手
が
そ
の
通
告
に
應
ぜ
ざ
る
場
合
は
如
何
に
す
べ
き
か
。
我

が
支
那
の
如
き
は
、
何
等
戰
鬪
の
意
思
な
き
に
、
屡
〻
諸
外
國
か
ら
戰
鬪
を
押

賣
さ
れ
た
。
今
後
も
他
國
か
ら
戰
鬪
開
始
の
通
告
を
受
け
て
も
、
我
が
國
で
は

容
易
に
之
に
應
ぜ
ぬ
積
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
の
規
定
が
必
要
で
あ
る
と

申
出
た
が
、
滿
場
か
ら
笑
殺
さ
れ
て
仕
舞
つ
た
と
い
ふ
。
笑
殺
さ
れ
て
も
、
支

那
委
員
の
言
ふ
所
は
先
づ
事
實
で
あ
る
。
澤
山
な
戰
爭
を
し
て
も
、
支
那
人
は

決
し
て
好
戰
で
な
く
、
又
文
弱
で
な
い
と
も
い
へ
ぬ
。

　
支
那
人
の
文
弱
は
一
概
に
輕
侮
す
べ
き
で
な
い
。
無
暗
な
好
戰
よ
り
文
弱
の

方
が
、
世
界
の
平
和
の
爲
に
も
喜
ば
し
い
。
さ
れ
ど
現
在
は
民
族
競
爭
の
時
代

で
あ
る
。
武
裝
の
時
代
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
、
然
も
時
代
の
犧
牲
と
な
つ
て
、

尤
も
痛
切
に
列
強
の
壓
迫
を
受
け
て
居
る
彼
等
支
那
人
が
、
依
然
文
弱
の
氣
風

を
改
め
ぬ
な
ら
ば
、
彼
等
の
前
途
の
爲
に
痛
心
に
堪
へ
ぬ
。
殊
に
其
の
文
弱
が

高
遠
な
る
理
想
に
本
づ
く
の
で
な
く
、
目
前
の
怯
懦
を
藏
す
る
爲
め
の
文
弱
の

如
き
は
、
支
那
の
將
來
に
對
し
て
大
な
る
禍
根
と
思
ふ
。
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
支
那
人
の
保
守
（
上
）

　
支
那
人
は
文
弱
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
保
守
的
で
あ
る
。
支
那
人
が
し
か
く

保
守
的
で
あ
る
の
は
、
種
々
の
原
因
が
あ
る
こ
と
と
思
ふ
。

　
（
一
）
支
那
人
の
先
天
的
性
質
が
保
守
的
で
あ
る
。

　
（
二
）
上
古
か
ら
支
那
人
の
文
明
が
、
そ
の
四
隣
の
異
族
の
間
に
卓
越
し
て

居
つ
た
。
故
に
支
那
人
は
古
か
ら
自
國
の
文
明
を
自
負
し
、
之
を
唯
一
絶
對
の

8支那人の文弱と保守



も
の
の
如
く
妄
信
し
て
、
そ
の
維
持
保
存
に
力
を
用
ゐ
た
。
こ
の
慣
習
が
第
二

の
天
性
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
（
三
）
支
那
人
の
間
に
久
し
く
偉
大
な
る
勢
力
を
有
し
て
居
つ
た
儒
教
そ
の

も
の
が
、
保
守
尚
古
的
で
あ
る
。
孔
子
も
述
而
不
作
、
信
而
好
古
と
い
う
て
居

る
。
彼
は
要
す
る
に
先
王
の
祖
述
者
で
、
古
代
の
謳
歌
者
で
あ
る
。
尤
も
孔
子

は
温
故
而
知
新
、
可
以
爲
師
矣
と
い
う
て
、
古
を
好
む
と
同
時
に
、
現
在
に
對

す
る
用
意
を
忽
に
せ
ぬ
か
ら
、
保
守
主
義
一
方
の
人
で
は
な
い
が
、
併
し
そ
の

末
學
に
な
る
と
、
多
く
保
守
思
想
に
囚
は
れ
て
居
る
こ
と
は
、
爭
は
れ
ぬ
事
實

で
あ
る
。
孟
子
の
如
き
は
、

　
　
遵
先
王
之
法
而
過




者

、
未
之
有
也
。
（
中
略
）
故
曰
爲
高
必
因
丘
陵
。
爲

　
　
下
必
因
川
澤
。
爲
政
不
因
先
王
之
道
。
可
謂
智
乎
。

と
い
う
て
居
る
。
兔
に
角
『
孟
子
』
七
篇
の
中
に
は
、
保
守
尚
古
の
氣
分
が
充

滿
し
て
居
る
。

　
儒
教
の
み
で
な
く
、
支
那
に
起
つ
た
諸
學
説
は
、
概
し
て
保
守
主
義
に
傾
い

て
居
る
。
莊
子
が
當
時
の
學
者
を
評
し
て
、
尊
古
而
卑
今
、
學
者
之
流
也
と
申

し
て
居
る
位
で
あ
る
か
ら
、
儒
者
の
み
が
保
守
的
と
非
難
す
る
譯
で
は
な
い
が
、

儒
教
が
尤
も
勢
力
を
有
し
た
だ
け
、
殊
に
漢
以
後
は
儒
教
が
國
教
と
も
い
ふ
べ

き
位
置
に
立
つ
た
だ
け
、
支
那
人
の
間
に
及
ぼ
し
た
感
化
影
響
の
大
な
る
こ
と

は
否
定
出
來
ぬ
。

　
併
し
我
が
輩
は
こ
こ
で
そ
の
原
因
を
研
究
す
る
の
が
目
的
で
な
い
。
支
那
人

が
保
守
的
で
あ
る
事
實
と
、
そ
の
影
響
を
述
べ
る
の
が
主
意
で
あ
る
。

　
西
晉
の
武
帝
の
時
代
に
、
今
よ
り
約
千
六
百
年
前
に
、
有
名
な
杜
預
と
い
ふ

人
が
あ
つ
た
。
當
時
の
都
は
洛
陽
で
黄
河
に
近
い
。
河
北
か
ら
洛
陽
に
往
來
す

る
に
は
、
必
ず
孟
津
の
渡
で
黄
河
を
横
切
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
所
が
黄
河
の
流
急

に
し
て
、
往
々
渡
船
が
轉
覆
し
て
、
諸
民
が
難
澁
し
た
。
そ
こ
で
杜
預
は
、
黄

河
に
舟
橋
を
架
し
て
、
こ
の
憂
を
除
か
ん
こ
と
を
獻
議
し
た
。
武
帝
は
こ
の
杜

預
の
申
出
に
對
し
て
、
群
臣
の
意
見
を
徴
し
た
が
、
何
れ
も
古
代
の
聖
人
す
ら
、

黄
河
に
舟
橋
を
架
せ
な
ん
だ
と
い
ふ
事
實
を
楯
に
し
て
、

　
　
殷
周
所
都
。
歴
聖
賢
而
不
作
者
。
必
不
可
立
故
也
。

と
て
反
對
し
た
。
併
し
杜
預
は
群
臣
の
反
對
に
も
拘
ら
ず
、
殷
・
周
の
聖
賢
す

ら
着
手
せ
な
か
つ
た
、
黄
河
の
舟
橋
を
見
事
成
功
し
て
、
叡
感
に
預
か
つ
た
こ

と
が
あ
る
。

　
そ
れ
よ
り
四
百
年
程
以
前
に
、
西
漢
の
孝
武
帝
の
時
代
に
、
匈
奴
征
伐
に
苦

心
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
時
齊
人
の
延
年
と
い
ふ
者
が
上
奏
し
て
、
黄
河

の
流
を
北
に
移
し
、
匈
奴
と
中
國
と
の
國
境
を
經
て
、
東
海
に
注
が
し
め
た
な

ら
ば
、
一
は
以
て
中
國
の
水
災
を
避
く
べ
く
、
一
は
以
て
水
軍
に
不
得
手
な
匈

奴
の
侵
入
を
防
止
し
得
べ
く
、
誠
に
一
擧
兩
得
の
良
策
で
あ
る
と
申
出
で
た
が
、

豪
傑
で
も
孝
武
帝
は
矢
張
り
支
那
人
で
あ
る
。

　
　
〔
黄
〕
河
廼




大

禹
之
所
道
也
。
聖
人
作
事
、
爲
萬
世
功
、
通
於
神
明
。
恐

　
　
難
更
改
。

と
申
し
、
即
ち
聖
人
の
禹
が
定
め
た
黄
河
の
水
道
を
移
し
改
め
る
こ
と
は
、
吾

々
に
て
出
來
る
筈
が
な
い
と
て
、
遂
に
採
用
を
見
合
せ
た
。
採
用
せ
な
か
つ
た

こ
と
の
可
否
は
別
と
し
て
、
採
用
せ
ぬ
理
由
が
可
笑
で
は
な
い
か
。

　
〔
孝
武
帝
よ
り
約
百
年
後
の
孝
成
帝
時
代
に
、
黄
河
の
氾
濫
を
防
止
す
べ
く
、

隄
防
修
築
の
議
が
起
つ
た
時
、

　
　
按
經
義
。
治
水
有
決
河
深
川
。
而
無
隄
防
壅
塞
之
文
。

と
い
ふ
説
が
勝
を
制
し
て
、
隄
防
の
修
築
は
見
合
せ
と
な
つ
た
。
こ
の
經
義
と

は
『
書
經
』
の
禹
貢
篇
の
決
九
川
距
四
海
、
浚
畎
※
距
川
の
文
句
を
指
す
も
の

か
と
想
ふ
。
河
口
を
切
り
開
き
河
底
を
浚
渫
す
る
の
は
治
水
の
要
諦
で
、
格
別

不
思
議
と
す
る
に
足
ら
ぬ
が
、
但
そ
の
論
據
を
、
二
千
年
以
前
の
事
實
を
記
し

9



た
經
書
に
求
め
た
點
が
、
支
那
人
的
で
面
白
い
で
な
い
か
。
〕
こ
れ
と
類
似
の

事
例
は
、
支
那
史
上
に
頗
る
多
く
、
一
々
列
擧
す
る
に
堪
へ
ぬ
。

　
一
體
支
那
人
は
師
古
と
稱
し
て
、
古
代
の
聖
賢
の
行
ふ
た
こ
と
で
な
け
れ
ば

信
用
せ
ぬ
。
聖
賢
の
行
は
ぬ
新
事
業
を
や
り
出
す
と
、
不
師
古
底




非

行
と
し
て

排
斥
す
る
。
秦
の
始
皇
帝
や
、
宋
の
王
安
石
ら
の
改
革
が
、
不
評
判
で
あ
る
の

は
、
他
に
も
原
因
が
あ
る
が
、
主
と
し
て
こ
の
支
那
人
の
保
守
思
想
に
適
せ
ぬ

か
ら
で
あ
る
。

　
是
故
に
彼
等
支
那
人
の
間
に
は
、
先
例
と
い
ふ
こ
と
が
豫
想
以
上
の
大
な
る

勢
力
を
も
つ
て
ゐ
る
。
〔
こ
れ
に
就
い
て
面
白
い
事
實
が
あ
る
。
梁
の
武
帝
時

代
に
、
領
内
の
州
を
整
理
し
た
所
、
從
來
中
央
政
府
の
帳
簿
に
よ
る
と
、
百
七

州
あ
る
べ
き
も
の
が
、
實
際
調
査
す
る
と
、
八
十
二
州
し
か
な
い
。
そ
の
餘
の

二
十
餘
州
の
所
在
が
判
明
せ
ぬ
。
併
し
舊
帳
簿
に
登
録
し
て
あ
る
か
ら
と
い
ふ

の
で
、
所
在
不
明
の
二
十
餘
州
を
削
除
せ
ず
に
、
本
の
儘
に
百
七
州
と
し
た
と

い
ふ
。
領
内
の
行
政
區
の
所
在
不
明
と
い
ふ
の
も
支
那
式
だ
が
、
更
に
そ
の
所

在
の
判
明
せ
ぬ
州
を
そ
の
儘
に
、
保
存
繼
承
し
た
點
が
面
白
い
で
な
い
か
。
こ

れ
が
支
那
人
氣
質
で
あ
る
。
〕

　
去
る
光
緒
二
十
六
年
の
十
二
月
（
明
治
三
十
四
年
一
月
）
に
、
西
太
后
が
陝

西
の
西
安
府
の
行
在
で
發
布
し
た
、
變
法
自
強
の
上
諭
の
中
に
、
禍
天
下
者
、

在
一
例
字
と
あ
る
通
り
、
先
例
に
拘
執
繋
縛
さ
れ
て
、
支
那
人
は
如
何
程
そ
の

國
運
の
進
歩
を
阻
害
し
た
か
知
れ
ぬ
。
支
那
人
は
古
人
以
外
に
一
機
軸
を
出
し

て
、
即
ち
自
分
で
先
例
を
作
り
出
す
こ
と
を
、
自
我
始
古
と
か
、
自
我
作
故











と

か
稱
す
る
が
、
そ
の
始
古
と
い
ひ
、
作
故
と
い
ふ
字
句
の
間
に
も
、
明
に
彼
等

の
尚
古
思
想
が
見



は
れ
て
居
る
。

　
古
人
や
先
例
に
託
す
れ
ば
、
支
那
人
は
容
易
に
得
心
す
る
か
ら
、
こ
の
弱
點

を
利
用
し
て
、
惡
事
を
な
し
遂
げ
る
者
が
支
那
に
多
い
。
西
漢
の
末
に
出
た
王

莽
と
い
ふ
大
惡
人
は
、
漢
の
天
下
を
簒
奪
す
る
爲
に
、
萬
事
昔
の
周
公
と
い
ふ

聖
人
の
言
行
を
模
倣
す
る
。
周
公
は
一
飯
に
三
た
び
哺
を
吐
き
、
一
沐
に
三
た

び
髮
を
握
つ
て
、
天
下
の
士
を
待
つ
た
と
い
ふ
か
ら
、
王
莽
も
恭
謙
天
下
の
士

に
下
つ
た
。
當
時
の
人
は
何
れ
も
王
莽
を
周
公
の
再
來
と
信
じ
、
四
十
八
萬
七

千
五
百
七
十
二
人
の
多
數
の
人
士
が
上
書
し
て
、
王
莽
に
特
別
の
恩
賞
と
待
遇

を
加
へ
ん
こ
と
を
出
願
し
て
居
る
。
か
く
て
王
莽
は
天
下
の
人
望
の
己
に
歸
す

る
の
を
待
つ
て
、
時
の
天
子
の
平
帝
を
毒
害
し
た
。
昔
武
王
が
病
氣
の
時
、
周

公
が
武
王
の
延
命
を
天
に
祷
つ
た
こ
と
が
、
『
書
經
』
に
載
せ
て
あ
る
の
で
、

王
莽
は
早
速
そ
の
眞
似
を
や
り
、
自
分
の
毒
害
し
た
平
帝
の
爲
め
、
身
を
以
て

之
に
代
ら
ん
こ
と
を
天
に
祷
る
な
ど
の
狂
言
を
や
つ
て
居
る
。
『
春
秋
』
は
魯

の
哀
公
の
十
四
年
を
以
て
終
つ
て
居
る
か
ら
、
漢
も
哀
帝
の
即
位
後
十
四
年
目

に
終
る
べ
き
筈
な
ど
言
ひ
振
ら
し
て
、
遂
に
樂
々
と
漢
の
天
下
を
簒
ひ
、
代
つ

て
天
子
の
位
に
即
い
た
。
王
莽
は
引
經
文
奸
と
て
、
一
言
一
行
經
書
や
聖
人
に

託
し
て
、
大
惡
を
な
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
〔
王
莽
は
そ
の
死
後
に
於
て
こ
そ
、

逆
臣
元
凶
と
し
て
指
彈
僇
辱
さ
れ
た
け
れ
ど
、
そ
の
生
前
に
引
經
文
奸
頃
に
は
、

聖
人
君
子
と
し
て
崇
拜
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
唐
の
白
樂
天
の
、

　
　
周
公
恐
懼
流
言
日
。
王
莽
謙
恭
下
士
時
。
若
使
當
年
身
便
死
。
至
今
眞
僞

　
　
有
誰
知
。

と
い
ふ
詩
は
、
こ
の
間
の
事
實
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
〕

　
三
國
の
魏
の
文
帝
曹
丕
（
曹
操
の
子
）
も
亦
、
堯
舜
の
禪
讓
と
い
ふ
先
例
を

借
り
來
つ
て
、
首
尾
よ
く
東
漢
の
天
下
を
簒
奪
し
た
。
支
那
で
は
古
來
革
命
に

二
の
形
式
が
あ
る
。
一
は
禪
讓
と
い
ひ
、
徳
あ
る
者
を
求
め
て
、
之
に
天
下
を

禪
る
の
で
、
堯
と
舜
、
舜
と
禹
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
一
は
放
伐
と
い
ひ
、
兵

力
に
訴
へ
て
雌
雄
を
爭
ひ
、
雄
者
が
天
下
を
取
る
の
で
あ
る
。
殷
の
湯
王
が
夏

の
桀
王
を
放
ち
、
周
の
武
王
が
殷
の
紂
王
を
伐
つ
た
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
二
の
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中
で
放
伐
の
方
が
評
判
が
惡
い
。
戰
國
時
代
か
ら
兩
漢
時
代
に
か
け
て
、
學
者

は
多
く
放
伐
を
抑
へ
て
禪
讓
を
揚
げ
る
。
そ
こ
で
曹
丕
は
東
漢
最
後
の
獻
帝
を

脅
迫
し
て
、
天
下
を
己
に
禪
ら
し
め
、
然
も
外
面
だ
け
は
再
三
之
を
固
辭
す
る
。

堯
が
舜
に
天
下
を
禪
つ
た
時
、
そ
の
二
女
娥
皇
・
女
英
の
姉
妹
を
舜
に
配
し
た

と
い
ふ
の
で
、
曹
丕
も
獻
帝
の
二
女
を
後
宮
に
迎
へ
る
な
ど
、
形
式
的
の
こ
と

ま
で
眞
似
を
や
つ
て
居
る
。
今
も
河
南
の
許
州
附
近
に
受
禪
碑
が
あ
つ
て
、
當

時
の
禪
讓
の
こ
と
を
記
し
て
、

　
　
稽
唐
禪
虞
。
紹
天
明
命
。
釐
嬪
二
女
。
欽
授
天
位
。

な
ど
文
字
を
列
べ
て
あ
る
が
、
實
に
滑
稽
至
極
と
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
し
か
し
こ
の
方
法
が
案
外
好
評
で
あ
つ
た
の
で
、
そ
の
以
後
支
那
の
革
命
は
、

大
抵
こ
の
似
而
非
な
る
禪
讓
の
形
式
を
採
つ
て
居
る
。
そ
の
裏
面
を
窺
ふ
と
、

或
は
願
後
身
世
世
、
勿
復
生
天
王
家
（
劉
宋
の
順
帝
）
と
い
ひ
、
或
は
願
自
今

以
往
、
不
復
生
帝
王
家
（
隋
の
恭
帝
）
と
い
ひ
、
似
而
非
な
る
禪
讓
の
犧
牲
と

な
つ
た
君
主
の
境
遇
、
眞
に
憐
む
べ
き
も
の
が
あ
つ
て
も
、
兔
に
角
形
式
の
上

で
は
、
堯
舜
の
先
例
そ
の
儘
に
な
つ
て
居
れ
ば
、
そ
れ
で
支
那
人
は
承
知
す
る

の
で
あ
る
。

　
支
那
人
は
何
事
を
す
る
に
も
、
必
ず
古
人
を
引
き
出
し
て
來
る
。
西
晉
の
武

帝
は
そ
の
太
子
の
惠
帝
（
司
馬
衷
）
の
暗
愚
で
不
評
判
な
る
を
憂
ひ
、
そ
の
才

能
の
程
度
を
實
驗
す
る
爲
に
、
特
に
密
封
に
て
或
る
問
題
を
與
へ
て
、
太
子
に

そ
の
答
案
を
提
出
せ
し
む
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
答
案
の
結
果
如
何
に
よ
つ
て
、

太
子
の
廢
立
を
斷
行
す
る
決
心
で
あ
つ
た
。
所
が
太
子
の
妃
の
賈
氏
は
中
々
油

斷
な
ら
ぬ
人
物
で
、
武
帝
の
眞
意
を
測
り
知
つ
て
、
由
々
し
き
大
事
と
考
へ
、

祕
書
の
張
泓
と
い
ふ
者
に
命
じ
て
、
太
子
に
代
つ
て
こ
の
答
案
の
草
稿
を
作
ら

し
め
た
。
張
泓
は
不
用
意
に
、
例
の
如
く
詩
曰
と
か
書
曰
と
か
、
孔
子
曰
や
孟

子
曰
を
連
發
し
て
答
案
を
作
つ
た
。
そ
の
草
案
を
見
た
賈
氏
は
、
太
子
は
暗
愚

に
し
て
、
『
詩
經
』
や
『
書
經
』
を
知
ら
ぬ
筈
で
あ
る
の
に
、
か
く
詩
・
書
や

聖
賢
を
引
用
し
て
は
、
直
に
代
作
の
馬
脚
露
見
す
べ
し
と
て
、
悉
く
詩
曰
、
書

曰
の
句
を
削
り
去
り
、
議
論
の
經
路
は
極
め
て
迂
遠
で
は
あ
る
が
、
歸
着
は
間

違
つ
て
居
ら
ぬ
樣
な
、
薄
馬
鹿
ら
し
い
答
案
に
改
作
せ
し
め
て
、
首
尾
よ
く
武

帝
の
眼
を
眩
ま
し
、
太
子
の
位
置
を
完
全
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。
暗
愚
で
は
困

る
が
、
普
通
の
人
間
な
ら
、
そ
の
論
文
に
は
必
ず
經
書
や
古
人
を
引
用
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
慣
習
は
、
こ
の
事
件
を
見
て
も
明
か
で
あ
る
。

　
〔
隋
の
煬
帝
は
高
句
麗
征
伐
を
や
つ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
百
萬
の
大
軍

を
、
左
右
の
二
軍
各
十
二
隊
、
併
せ
て
二
十
四
隊
に
分
つ
た
。
所
が
統
監
部
か

ら
此
等
諸
隊
の
向
ふ
べ
き
目
的
地
を
指
示
す
る
場
合
に
、
六
七
百
年
も
以
前
の

漢
時
代
の
地
名
を
使
用
し
て
居
る
。
玄
菟
（
郡
名
）
と
か
樂
浪
（
郡
名
）
と
か
、

蓋
馬
（
縣
名
）
と
か
黏
蝉






（
縣
名
）
と
か
、
沃
沮
（
種
族
名
）
と
か
肅

愼







（
種
族
名
）
と
か
、
甚
し
き
は
〻
不
明
な
地
方
や
、
存
在
せ
ぬ
土
地
へ
、
發
向

す
べ
き
命
令
を
受
け
た
當
時
の
各
部
隊
は
、
如
何
な
る
行
動
を
取
つ
た
で
あ
ら

う
か
。
世
間
で
は
支
那
人
を
實
際
的
と
い
ふ
。
そ
れ
も
半
面
の
眞
理
で
あ
る
が
、

同
時
に
他
の
半
面
で
は
、
彼
等
は
存
外
非
實
際
的
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
戰
爭
の

如
き
生
死
存
亡
に
關
す
る
大
事
件
に
も
、
彼
等
は
呑
氣
に
古
代
の
地
名
を
使
用

す
る
。
不
確
で
も
不
明
で
も
、
古
代
の
も
の
が
よ
い
と
い
ふ
、
支
那
人
氣
質
の

一
端
で
あ
ら
う
。
〕

　
古
人
や
先
例
を
引
き
出
せ
ば
、
支
那
人
は
得
心
も
し
信
用
も
す
る
か
ら
、
自

然
支
那
に
は
古
人
の
名
に
託
し
た
僞
書
が
多
い
。
『
神
農
本
草
經
』
と
か
『
黄

帝
素
問
』
と
か
、
『
子
夏
易
傳
』
と
か
『
子
貢
詩
傳
』
と
か
、
或
は
『
關
尹
子
』

或
は
『
鬻
子
』
等
、
古
人
の
名
を
負
ふ
た
僞
書
は
、
一
々
列
擧
す
る
に
堪
へ
ぬ

程
で
あ
る
。
世
界
の
中
で
支
那
ほ
ど
僞
書
の
多
い
國
は
な
か
ら
う
と
想
ふ
。
支

那
の
大
學
者
で
、
僞
作
家
の
嫌
疑
を
受
け
て
居
る
人
が
尠
く
な
い
。
漢
の
劉
歆
、
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魏
の
王
肅
、
隋
の
劉
炫
な
ど
皆
そ
れ
で
あ
る
。
古
書
を
僞
作
す
る
動
機
は
種
々

あ
る
が
、
所
詮
は
支
那
人
が
古
書
を
尊
信
す
る
と
い
ふ
こ
と
と
、
離
る
べ
か
ら

ざ
る
關
係
が
存
す
る
も
の
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
支
那
人
の
保
守
（
下
）

　
支
那
人
は
一
般
に
模
倣
は
上
手
で
あ
る
が
、
應
用
が
不
得
手
で
あ
る
。
之
は

勿
論
彼
等
の
先
天
的
素
質
に
も
よ
る
こ
と
な
ら
ん
が
、
一
は
古
人
の
手
本
の
み

に
重
き
を
置
く
、
い
は
ゆ
る
依
樣
畫
胡
蘆
と
い
ふ
、
後
天
的
原
因
も
亦
與
つ
て

力
が
多
い
こ
と
と
思
ふ
。
そ
れ
も
畢
竟
先
例
に
重
き
を
置
く
と
同
樣
、
型
に
捉

は
れ
易
い
氣
質
を
も
つ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。

　
三
十
餘
年
間
支
那
に
居
つ
た
ス
ミ
ス
と
い
ふ
米
國
の
宣
教
師
は
、
曾
て
支
那

の
教
師
は
無
冠
の
帝
王
で
あ
る
と
評
し
た
こ
と
が
あ
る
。
支
那
で
は
教
師
の
一

擧
一
動
は
、
す
べ
て
學
生
の
手
本
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
支
那
の
學
生
は
す
べ

て
教
師
の
授
け
る
所
を
鵜
呑
に
す
る
。
教
師
の
身
振
や
習
癖
ま
で
眞
似
す
る
の

に
苦
心
す
る
。

　
支
那
人
の
挨
拶
で
も
文
章
で
も
、
そ
の
他
萬
般
の
こ
と
、
多
く
型
に
入
つ
て

居
つ
て
、
時
に
は
滑
稽
の
感
を
起
さ
し
む
る
こ
と
が
あ
る
。
北
宋
の
仁
宗
時
代

の
事
で
あ
る
が
、
さ
る
年
洪
水
が
あ
つ
て
、
天
子
は
使
者
を
派
遣
し
て
、
そ
の

實
地
を
視
察
せ
し
め
た
。
そ
の
時
の
使
者
の
復
命
に
、
『
書
經
』
に
堯
時
代
の

洪
水
の
有
樣
を
記
し
て
あ
る
文
句
を
そ
の
儘
に
、
蕩
蕩
懷





山
襄





陵
と
述
べ
て
、

大
眼
玉
を
頂
戴
し
た
笑
話
が
あ
る
。
明
末
に
明
の
巡
撫
が
清
軍
に
降
服
し
た
時
、

こ
の
巡
撫
は
肉
袒
牽
羊
、
作
法
も
辭
令
も
、
す
べ
て
『
左
傳
』
を
そ
の
儘
に
眞

似
を
し
た
か
ら
、
さ
し
も
の
清
軍
も
大
笑
を
し
た
と
い
ふ
逸
事
も
あ
る
。

　
今
か
ら
六
七
十
年
も
前
に
、
南
支
那
に
住
ん
で
居
つ
た
フ
ラ
ン
ス
の
宣
教
師

に
、
ユ
ッ
ク
と
い
ふ
人
が
あ
つ
た
。
或
る
用
向
の
爲
に
、
北
京
へ
飛
脚
を
差
立

て
る
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
の
頃
ユ
ッ
ク
の
經
營
し
て
居
つ
た
學
校
の
支
那
人
の

教
師
が
北
京
の
産
で
、
彼
の
年
老
い
た
る
母
親
は
、
一
人
淋
し
く
北
京
に
暮
ら

し
居
る
。
幸
ひ
の
機
會
で
あ
る
か
ら
と
て
、
ユ
ッ
ク
は
そ
の
支
那
人
の
教
師
に
、

母
親
へ
手
紙
を
差
出
す
こ
と
を
注
意
し
て
や
つ
た
。
そ
の
教
師
は
非
常
に
ユ
ッ

ク
の
好
意
を
感
謝
し
つ
つ
、
直
に
隣
室
に
勉
強
中
の
一
學
生
に
、

　
　
私
は
自
分
の
母
親
に
手
紙
を
差
出
さ
う
と
思
ふ
か
ら
、
御
前
は
一
つ
代
作

　
　
し
て
く
れ
。
飛
脚
は
間
も
な
く
出
發
す
る
筈
故
、
今
か
ら
至
急
認
め
て
く

　
　
れ
。

と
命
令
し
た
。
側
に
聞
い
て
居
つ
た
ユ
ッ
ク
は
そ
の
教
師
に
、

　
　
彼
の
學
生
は
君
の
親
類
で
も
あ
る
の
か
。
そ
れ
と
も
君
の
母
親
に
面
識
で

　
　
も
あ
る
の
か
。

と
尋
ね
る
と
、
そ
の
教
師
は
、

　
　
否
彼
は
一
面
識
も
な
い
。
勿
論
我
が
母
親
の
年
齡
も
住
所
も
知
る
筈
が
な

　
　
い
。

と
答
へ
た
。
ユ
ッ
ク
は
一
面
識
も
な
い
學
生
が
、
い
か
に
し
て
君
の
代
作
が
出

來
る
か
と
尋
ね
る
と
、
支
那
人
の
教
師
は
さ
も
不
思
議
相
な
顏
付
を
し
て
、

　
　
私
は
彼
の
學
生
に
一
年
以
上
文
章
の
作
製
法
を
教
へ
た
。
最
早
書
式
や
熟

　
　
語
を
可
な
り
知
つ
て
居
る
筈
で
あ
る
。
子
か
ら
母
へ
差
出
す
手
紙
の
代
作

　
　
位
は
容
易
な
こ
と
で
あ
る
。

と
答
へ
た
。
彼
是
す
る
間
に
、
さ
き
の
學
生
は
命
ぜ
ら
れ
た
通
り
、
手
紙
を
認

め
、
且
つ
封
緘
し
て
持
つ
て
來
た
。
教
師
は
文
書
の
文
面
を
も
改
め
見
ず
に
、

そ
の
儘
封
筒
に
住
所
を
書
き
添
へ
て
、
飛
脚
に
渡
し
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
事
實
は
一
面
で
は
、
支
那
人
の
孝
行
は
、
極
め
て
形
式
的
で
あ
る
と
い
ふ

證
據
に
も
な
り
、
又
一
面
で
は
彼
等
の
手
紙
は
極
め
て
紋
切
型
の
も
の
で
あ
る
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と
い
ふ
證
據
に
も
な
る
と
思
ふ
。

　
支
那
人
は
一
般
に
精
神
よ
り
も
、
形
式
に
重
き
を
置
く
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ

も
彼
等
の
保
守
氣
質
と
關
係
せ
し
め
て
、
説
明
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
上
に
述

べ
た
通
り
、
支
那
人
は
先
例
を
重
ん
じ
て
之
を
固
執
す
る
。
長
い
年
月
の
間
に

は
、
種
々
の
事
情
の
爲
、
先
例
そ
の
も
の
の
精
神
が
疾



に
失
は
れ
て
も
、
そ
の

形
式
だ
け
を
大
事
に
守
つ
て
行
く
。
支
那
人
の
習
慣
の
う
ち
に
は
、
名
實
隔
離

し
て
、
他
國
人
か
ら
觀
る
と
隨
分
奇
妙
な
こ
と
が
多
い
。

　
支
那
人
は
孝
を
百
行
の
本
と
し
て
、
最
大
の
善
行
と
認
め
る
。
忠
孝
と
併
稱

す
る
中
に
も
、
支
那
で
は
孝
が
國
家
な
り
社
會
な
り
の
基
礎
と
な
つ
て
居
る
。

歴
代
の
政
府
は
、
何
れ
も
孝
行
を
獎
勵
す
る
。
孝
道
尊
重
は
確
に
支
那
人
の
一

美
點
に
相
違
な
い
が
、
た
だ
何
事
に
も
精
神
を
後
に
し
て
、
形
式
を
先
に
す
る

支
那
人
は
、
孝
行
と
い
へ
ば
、
裸
體
で
氷
上
に
臥
し
て
、
親
の
病
氣
の
平
癒
を

神
に
祷
る
と
か
、
昔
の
二
十
四
孝
の
極
端
な
手
本
を
、
そ
の
儘
に
眞
似
す
る
者

が
尠
く
な
い
。
勿
論
之
に
は
名
聞
利
慾
の
爲
と
い
ふ
動
機
も
加
は
つ
て
居
る
が
、

兔
に
角
極
端
な
眞
似
を
す
る
。
そ
こ
で
政
府
は
孝
行
を
獎
勵
し
つ
つ
も
、
流
石

に
極
端
な
形
式
的
孝
行
は
時
々
禁
止
し
て
居
る
。

　
〔
支
那
は
禮
儀
第
一
の
國
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
禮
儀
の
中
で
も
、
喪
禮
が
古

來
尤
も
重
大
視
さ
れ
て
居
る
。
さ
れ
ど
後
世
に
な
る
と
、
支
那
の
喪
禮
は
形
式

の
み
で
精
神
が
な
い
。
五
胡
時
代
に
後
燕
の
昭
文
帝
の
皇
后
の
喪
禮
を
行
う
た

時
、
百
官
が
宮
廷
に
會
同
し
て
哀
を
擧
げ
た
。
一
同
大
聲
を
揚
げ
て
形
式
的
に

哭
す
る
の
み
で
、
泪
な
ど
流
す
者
は
一
人
も
な
か
つ
た
。
昭
文
帝
は
彼
等
の
空

々
し
い
擧
動
を
心
憎
く
思
ひ
、
目
附
役
に
命
じ
て
、
泪
を
流
し
て
居
ら
ぬ
者
を

調
査
し
て
處
分
さ
せ
た
。
百
官
達
は
意
外
の
處
分
に
恐
惶
し
て
、
次
の
式
日
か

ら
は
、
皆
懷
中
に
唐
辛
一
包
づ
つ
用
意
し
て
置
き
、
哭
す
る
場
合
に
は
、
唐
辛

を
含
ん
で
強
い
て
泪
を
出
し
て
處
分
を
免
れ
た
と
い
ふ
。

　
支
那
程
喪
禮
の
喧
し
い
國
は
な
く
、
支
那
ほ
ど
喪
禮
に
實
哀
の
伴
は
ぬ
國
は

な
い
。
今
日
で
も
支
那
の
葬
式
は
、
外
觀
の
形
式
の
仰
々
し
い
割
合
に
、
肝
心

の
死
者
に
對
す
る
哀
情
が
伴
は
ぬ
。
葬
列
に
は
職
業
的
泣
男
ま
で
加
へ
る
と
い

ふ
が
、
喪
主
そ
の
人
は
喫
煙
し
つ
つ
談
笑
す
る
な
ど
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
か
ら

見
る
と
、
腹
立
し
く
感
ぜ
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
單
に
喪
禮
の
み
に
限
ら
ず
、

あ
ら
ゆ
る
支
那
の
古
代
の
禮
教
が
、
そ
の
形
骸
の
み
を
留
め
て
、
そ
の
精
神
を

失
ひ
つ
つ
あ
る
の
は
、
慨
し
い
極
み
で
あ
る
。
〕

　
い
く
ら
保
守
的
の
支
那
人
で
も
、
長
い
年
月
の
間
に
は
、
種
々
の
必
要
上
、

隨
分
制
度
改
革
を
實
行
し
た
場
合
も
尠
く
な
い
。
併
し
か
か
る
場
合
で
も
、
支

那
人
は
決
し
て
在
來
の
制
度
を
捨
て
ぬ
。
舊
の
制
度
は
そ
の
儘
に
保
存
し
て
、

新
し
き
制
度
を
そ
の
上
に
添
加
す
る
の
で
あ
る
。
支
那
人
の
改
革
は
要
す
る
に

新
し
き
も
の
を
増
加
す
る
こ
と
で
、
舊
き
も
の
を
廢
止
し
た
り
、
乃
至
之
を
改

良
す
る
こ
と
を
意
味
せ
ぬ
。
歐
陽
脩
な
ど
は
、
唐
の
官
制
を
精
而
密
と
か
、
簡

而
易
行
と
か
、
盛
に
賞
讚
し
て
居
る
が
、
そ
の
實
、
唐
の
官
制
は
周
と
秦
・
漢

と
、
三
國
以
來
の
新
官
制
と
を
、
殆
ど
取
捨
を
加
へ
ず
に
合
同
し
た
も
の
故
、

そ
の
官
制
に
は
主
義
も
精
神
も
な
く
、
冗
官
重
複
頗
る
多
い
。
之
に
比
較
す
る

と
、
わ
が
太
寶
の
官
制
の
方
が
、
遙
に
簡
に
し
て
要
を
得
、
出
藍
の
譽
を
受
く

べ
き
資
格
が
十
分
に
あ
る
と
思
ふ
。

　
清
朝
の
兵
制
の
變
遷
を
見
て
も
同
樣
で
あ
る
。
清
朝
は
最
初
緑
旗
（
緑
營
）

の
兵
で
地
方
を
守
備
し
、
八
旗
の
兵
は
一
面
皇
城
の
守
備
に
當
り
、
一
面
地
方

の
緑
營
の
監
督
を
し
た
。
こ
の
緑
營
と
旗
兵
で
天
下
を
彈
壓
し
た
が
、
時
を
經

る
儘
に
、
旗
兵
も
緑
營
も
腐
敗
し
て
、
實
戰
に
間
に
合
は
ぬ
樣
に
な
る
。
長
髮

賊
の
起
つ
た
時
に
は
、
各
地
方
で
義
勇
兵
が
組
織
さ
れ
て
、
こ
れ
が
旗
兵
・
緑

營
以
上
の
手
柄
を
建
て
た
。
そ
こ
で
亂
後
も
そ
の
義
勇
兵
（
勇
兵
）
を
そ
の
儘

に
保
存
し
て
、
一
團
の
常
備
軍
が
出
來
上
つ
た
。
併
し
從
前
の
旗
兵
や
緑
營
に
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手
を
着
け
ぬ
か
ら
、
つ
ま
り
二
重
の
兵
制
を
維
持
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に

な
つ
た
。
日
清
戰
役
後
、
支
那
で
段
々
洋
式
の
新
軍
が
組
織
さ
れ
る
樣
に
な
つ

て
も
、
矢
張
り
從
前
の
兵
隊
を
全
く
解
散
せ
ぬ
。

　
支
那
人
の
遣
口






は
す
べ
て
こ
れ
で
あ
る
。
故
に
支
那
に
は
嚴
密
の
意
味
の
改

革
と
い
ふ
こ
と
が
甚
だ
稀
で
、
從
つ
て
支
那
に
は
進
歩
が
な
い
。
支
那
の
梁
啓

超
が
、
曾
て
北
京
で
我
が
矢
野
（
文
雄
）
公
使
に
面
會
し
た
時
、
明
治
十
四
年

に
出
來
た
黄
遵
憲
の
『
日
本
國
志
』
に
よ
つ
て
、
種
々
の
日
本
の
こ
と
を
質
問

す
る
と
、
矢
野
公
使
は
、

　
　
『
日
本
國
志
』
は
約
二
十
年
前
の
書
物
で
あ
る
。
日
本
の
十
年
間
の
進
歩

　
　
は
、
支
那
の
百
年
以
上
に
當
る
。
『
日
本
國
志
』
で
日
本
の
今
日
を
忖
度

　
　
す
る
の
は
、
丁
度
『
明
史
』
に
據
つ
て
支
那
の
現
状
を
論
ず
る
と
同
樣
、

　
　
事
實
を
距
る
こ
と
遠
い
。

と
答
へ
た
。
そ
の
後
梁
啓
超
は
日
本
に
渡
來
し
て
見
る
と
、
矢
野
公
使
の
言
、

人
を
欺
か
ざ
る
こ
と
を
發
見
し
た
と
い
う
て
居
る
。

　
支
那
は
早
く
か
ら
西
洋
の
新
文
明
に
觸
接
し
た
が
、
例
の
保
守
と
自
尊
と
が

邪
魔
を
し
て
、
中
々
新
文
明
を
採
用
さ
せ
ぬ
。
所
が
日
清
戰
役
と
日
露
戰
役
と

に
よ
つ
て
、
流
石
に
四
千
年
來
の
長
夜
の
夢
を
醒
ま
し
て
、
變
法
自
強
を
唱
へ

る
こ
と
に
な
つ
た
の
は
、
よ
く
よ
く
の
事
で
、
支
那
人
も
自
白
し
て
居
る
通
り
、

支
那
開
闢
以
來
未
曾
有
の
現
象
で
あ
る
。
保
守
的
な
支
那
人
の
間
に
、
こ
の
革

新
の
氣
運
が
何
時
ま
で
繼
續
す
る
か
は
可
な
り
疑
問
で
あ
る
。
た
と
ひ
繼
續
す

る
こ
と
に
し
て
も
、
支
那
人
は
日
本
と
違
つ
て
、
古
來
殆
ど
自
國
の
文
明
の
み

を
保
持
し
て
來
た
の
で
、
他
國
の
文
明
を
攝
收
し
て
、
國
運
の
増
進
を
圖
つ
た

經
驗
が
多
く
な
い
。
西
洋
の
新
文
明
を
輸
入
す
る
に
し
て
も
、
如
何
に
し
て
其

國
の
舊
文
明
と
調
和
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
か
。

　
東
西
の
文
明
の
調
和
と
い
ふ
こ
と
は
、
我
が
日
本
に
と
つ
て
も
重
大
な
る
問

題
に
相
違
な
い
が
、
併
し
我
が
國
は
或
は
三
韓
、
或
は
隋
唐
と
、
古
來
外
國
の

文
明
を
取
つ
て
、
自
國
の
そ
れ
と
調
和
せ
し
め
た
經
驗
に
乏
し
く
な
い
。
か
か

る
經
驗
の
な
い
支
那
は
、
こ
の
問
題
の
爲
に
、
一
層
の
苦
心
を
要
す
べ
き
筈
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
五
年
五
月
『
支
那
研
究
』
所
載
）
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